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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

ハロウィンや秋の自然物の制作を通じて季節の行事に興味関心を持ち、クリスマスを楽しみ

にする様子やクリスマスの装飾について話す姿が見られた。自分の描いた絵を切り抜いて組

み合わせたり、紐を通したりして美術コーナーで遊ぶ様子があった。

・12月　リース作り

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・リースの土台となる画用紙や飾りつけに使える素材を美術コーナーに設置する。

〈準備物〉

・色画用紙・毛糸・綿・折り紙・ホログラムシート・ポスカ

美術
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・最初は穴を開けた土台のみ準備していたが、子どもの姿を見て、穴の開いていないものも準

備したことで、子どもが考えて様々な装飾をすることができていたと感じた。装飾に使用する

ものは、紙や触れたことのあった綿、毛糸のみであったが、秋の自然物の時のように子ども

の身近にある自然物を利用できるようにしたり、子どものイメージから素材を増やしたり、ス

ズランテープやビニールテープなども利用できるようにしておくことで、大人では考え付かな

いような工夫をして装飾することも考えられるので、大人の固定概念的に選んだ素材以外も用

意していけるとよかったと感じた。

・リースのデザインを決め、土台（穴有、無し）を選ぶ。

・毛糸を穴に通したり、素材を貼り付けて装飾したりする。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

・自分で好きな土台を選ぶだけでなく、通す毛糸の色や素材の種類を選び組み合わせていく。一つだけ

でなく、複数作り、土台の色によって毛糸やホログラムの色を変えていく様子や穴の開いていない土台

に毛糸を通すのではなく、交差させて貼り付けて装飾するなど工夫していた。また、自分の描いたサン

タやトナカイの絵を装飾として使う姿もあった。

・友だちのしている装飾を見て、認め合い方法を聞き真似してみる姿も多くみられた。特に年少児が上

手くボンドや毛糸を扱えずにいると年長児が一つずつ声掛けし見守っていく姿が見られた。


